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「提言書」が藍住町町民委員会高橋委員長から石川町長へ手渡された（2月18日）

藍住町町民委員会（委員12名）は、昨年11月
11日から今年1月31日までの間に6回の会議を開
催し、町長から諮問を受けた「藍住町行財政改
革の課題と方向性」について慎重に審議を重ね、
提言（第1回行財政改革編）としてまとめたもの
です。
この提言の詳しい内容、藍住町の財政状況等

については3月下旬に発行する予定の「広報特別
号」に掲載いたします。
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任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
２
月
１０
日
に
告
示
し
、
定
員
２０
人
の
議
席

に
対
し
２１
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
２
月
１５
日

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
東
保
育
所
な
ど

９
ヶ
所
で
投
票
、
同
日
午
後
９
時
か
ら
藍
住
中

学
校
体
育
館
で
開
票
を
行
い
、
２０
人
の
新
選
良

が
誕
生
し
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
６１
・
０３
％
で
し
た
。

な
お
、
新
議
員
の
任
期
は
平
成
１６
年
２
月
２９
日

か
ら
平
成
２０
年
２
月
２８
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

晴
れ
の
当
選
者

得
票
順

敬
称
略

（

）

町
議
会
・
新
議
員
２０
人
決
ま
る

５
２
４
・
９
５
６
票

喜
田
敏
夫
・
５９
歳

①
無
・
現

②
会
社
員

③
勝
瑞

④
３

５
４
８
・
３
５
３
票

喜
田
　
修
・
６９
歳

①
無
・
現

②
サ
ー
ビ
ス
業

③
東
中
富

④
７

５
７
０
票

奥
村
晴
明
・
５４
歳

①
無
・
元

②
自
営
業

③
徳
命

④
３

５
７
９
・
６
２
１
票

木
内
眞
三
郎
・
６８
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
東
中
富

④
２

７
７
１
票

藤
川
安
夫
・
５４
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
徳
命

④
４

７
８
８
票

小
川
幸
英
・
５２
歳

①
無
・
新

②
会
社
役
員

③
住
吉

④
１

８
５
３
票

林
　
　
茂
・
６３
歳

①
共
・
新

②
団
体
役
員

③
勝
瑞

④
１

８
６
９
票

佐
野
慶
一
・
５５
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
東
中
富

④
３

１，
０
１
３
票

古
川
義
夫
・
５７
歳

①
無
・
現

②
農
業

③
住
吉

④
２

１，
１
８
４
票

江
西
博
文
・
５４
歳

①
無
・
新

②
会
社
役
員

③
住
吉

④
１

１，
１
９
９
・
６
８
７
票

西
谷
　
修
・
６７
歳

①
公
・
現

②
町
議
会
議
員

③
住
吉

④
２

１，
３
６
１
票

永
浜
茂
樹
・
６３
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
矢
上

④
２

６
１
４
・
３
７
８
票

木
内
敏
文
・
５４
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
富
吉

④
３

７
１
３
票

小
堀
克
夫
・
６３
歳

①
無
・
新

②
会
社
役
員

③
笠
木

④
１

７
１
４
票

森
　
志
郎
・
５１
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
矢
上

④
４

３
０
４
票

西
岡
恵
子
・
５４
歳

①
無
・
現

②
栄
養
士

③
富
吉

④
２

３
８
９
票

藤
田
吉
雄
・
５７
歳

①
無
・
現

②
自
営
業

③
乙
瀬

④
５

４
１
０
票

橋
　
始
・
５５
歳

①
無
・
元

②
農
業

③
東
中
富

④
２

４
１
９
票

東
條
照
幸
・
５４
歳

①
無
・
現

②
会
社
役
員

③
徳
命

④
４

５
２
３
票

生
越
貞
吉
・
７３
歳

①
無
・
現

②
会
社
員

③
矢
上

④
８

得
票
数

氏
名
・
年
齢

①
所
属
・
新
旧
別
　
②
職
業

③
住
所
　
④
当
選
回
数

◎
当
日
有
権
者
数

２
４，
２
７
３
人

男
　
１
１，
５
９
７
人

女
　
１
２，
６
７
６
人

◎
投
票
総
数

１
４，
８
１
１
票

◎
有
効
投
票
数

１
４，
５
７
４
票

◎
無
効
投
票
数

２
３
７
票

次
点石

川
　
薫

２
２
６
票
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改
選
後
初
の
臨
時
議
会
は
、
３
月
１
日
に
招
集
さ
れ
、

生
越
貞
吉
氏
が
第
３０
代
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
副
議
長
選
挙
で
は
喜
田
敏
夫

氏
が
第
３０
代
副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

【
生
越
貞
吉
氏
の
略
歴
】

昭
和
５１
年
２
月
初
当
選
。
８
期
目
。

第
１９
代
議
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文
教
民
生
常

任
委
員
会
委
員
長
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
町
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任
。
７３

歳
。
矢
上
。

【
喜
田
敏
夫
氏
の
略
歴
】

平
成
８
年
２
月
初
当
選
。
３
期
目
。

厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
、
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員
長
、
藍
住
町
「
第
十
堰
改

築
事
業
」
調
査
研
究
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
５９

歳
。
勝
瑞
。

常
任
委
員
会

◎
委
員
長
○
副
委
員
長

総
務
常
任
委
員
会

◎
木
内
眞
三
郎
○
小
川
幸
英
・
江
西

博
文
・
永
浜
茂
樹
・
喜
田
敏
夫

建
設
産
業
常
任
委
員
会

◎
森
志
郎
○
西
谷
修
・
林
茂
・
藤
川

安
夫
・
喜
田
修

文
教
常
任
委
員
会

◎
古
川
義
夫
○
木
内
敏
文
・
　
橋

始
・
奥
村
晴
明
・
生
越
貞
吉

厚
生
常
任
委
員
会

◎
西
岡
恵
子
○
小
堀
克
夫
・
佐
野
慶

一
・
東
條
照
幸
・
藤
田
吉
雄

常
設
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

◎
東
條
照
幸
○
奥
村
晴
明
・
西
岡
恵

子
・
古
川
義
夫
・
木
内
眞
三
郎
・
森

志
郎

特
別
委
員
会

藍
住
町
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

◎
西
谷
修
○
藤
川
安
夫
・
小
堀
克

夫
・
林
茂
・
西
岡
恵
子
・
佐
野
慶

一
・
森
志
郎
・
東
條
照
幸
・
藤
田
吉

雄
・
喜
田
修

藍
住
町
合
併
調
査
特
別
委
員
会

◎
　
橋
始
○
永
浜
茂
樹
・
小
川
幸

英
・
江
西
博
文
・
古
川
義
夫
・
木
内

眞
三
郎
・
木
内
敏
文
・
奥
村
晴
明
・

喜
田
敏
夫
・
生
越
貞
吉

藍
住
町
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
西
谷
修
○
林
茂
・
江
西
博
文
・
西

岡
恵
子
・
喜
田
敏
夫

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
議
員

古
川
義
夫
・
藤
川
安
夫

板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組

合
議
会
議
員

生
越
貞
吉
・
喜
田
敏
夫

（
敬
称
略
）

本
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る

監
査
委
員
に
佐
野
慶
一
氏
が
選
任
さ

れ
、
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
英
夫
さ
ん
（
新
居
須
北
）
か

ら
、
昨
年
末
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
義

友
様
の
香
典
返
し
の
一
部
と
し
て
、

五
十
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
っ
て
福

祉
事
業
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
年
、
こ
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
や
、

空
巣
、
不
審
者
の
出
没
な
ど
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
２
月
１８
日
、

藍
住
町
防
犯
推
進
委
員
協
議
会
と
同

民
生
委
員
協
議
会
、
同
児
童
館
保
護

者
連
合
会
は
合
同
役
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
三
協
議
会
は
、
こ
ど
も
の

安
全
や
防
犯
全
般
に
関
し
て
、
相
互

に
連
絡
を
行
い
、
協
力
し
て
活
動
す

る
こ
と
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

今
後
は
各
種
団
体
に
も
協
力
を
呼

び
掛
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
祉
事
業
へ
の
寄
付

地
域
ぐ
る
み
で

犯
罪
を
追
放
し
よ
う

議長 生越貞吉氏 副議長 喜田敏夫氏に

各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
る

主
な
調
査
内
容

①
行
財
政
運
営
に
関
す
る
調
査
研
究

②
消
防
・
防
災
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究

主
な
調
査
内
容

①
学
校
・
社
会
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

②
文
化
の
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究

主
な
調
査
内
容

①
福
祉
・
保
健
衛
生
に
関
す
る
調
査
研
究

②
環
境
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究

主
な
調
査
内
容

①
道
路
・
そ
の
他
の
土
木
施
設
の
整
備
及

び
水
道
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究

②
産
業
・
商
工
業
及
び
観
光
対
策
に
関
す

る
調
査
研
究

町
監
査
委
員
に

佐
野
慶
一
氏
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岸
田
大
三
氏
（
大
正
４
年
１２
月
２６
日
生
）

は
昭
和
１１
年
３
月
か
ら
教
職
に
就
か
れ
、

昭
和
４９
年
３
月
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
を
乗
り
こ
え
、

学
校
教
育
の
充
実
発
展
、
子
ど
も
た
ち
の

し
あ
わ
せ
と
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
退
職
後
は
、
財
団
法
人
徳
島
県

新
生
活
推
進
連
盟
指
導
員
、
北
島
町
社
会

教
育
指
導
員
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
６１
年
８

月
か
ら
平
成
３
年
３
月
ま
で
は
藍
住
町
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
と
し
て
、
町
民

の
福
祉
の
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

充
実
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

岸
田
氏
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

平
成
１６
年
１
月
２４
日
、
四
国
地
区
体
育

指
導
委
員
研
修
会
が
徳
島
県
郷
土
文
化
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
谷
野
桂
一
郎
体

育
指
導
委
員
が
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

谷
野
氏
は
平
成
３
年
度
に
体
育
指
導
委

員
と
し
て
任
命
さ
れ
、
平
成
７
年
度
よ
り

企
画
事
業
部
会
長
、
平
成
１５
年
度
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
普
及
・
促
進
部
会
長
と
し
て
、
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に

貢
献
さ
れ
、
本
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

実
現
の
た
め
に
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

四
国
地
区
体
育
指
導
委
員
協
議
会
長
表
彰

板野東部消防組合（消防本部、消防団本部、第１消防署）の庁舎が新築移転し、下記のとおり住所、電話番号が変更に

なり、平成１６年４月１日から業務を開始します。

〒７７１－０２０１

板野郡北島町北村字大開１１番地１

代　表（蕁６９８・０１１９）

総務課（蕁６９８・９９００）

予防課（蕁６９８・９９０２）

警防課（蕁６９８・９９０３）

火事問い合わせ（蕁６９７・３１１９）

病院問い合わせ（蕁６９８・９１１９）

なお、板野東部消防組合第２消防署

及び板野東部消防組合消防団詰所の電

話番号については、変更ありません。

板野東部消防組合新庁舎移転のご案内

N

新庁舎 

旧庁舎 

至徳島 

病院 パチンコ店 

至鳴門 

国道11号 国道11号 

板野東部消防組合は松茂町、北島町、藍住

町が共同で組織しています。管内には消防本

部、消防団本部、２の消防署、１７の消防分

団があります。

過去３年間の火災、救急件数はつぎのとおり

です。
●救急出動 ●火災出動 

平成１３年 

平成１４年 

平成１５年 

１,４６５件 

１,５６７件 

１,７０６件 

平成１３年 

平成１４年 

平成１５年 

１７件 

１５件 

２２件 
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法
定
外
公
共
物
と
は
、
国
有
地
の

う
ち
、
国
・
県
道
ま
た
は
町
道
以
外

の
道
路
や
、
一
級
・
二
級
河
川
ま
た

は
準
用
河
川
以
外
の
河
川
を
い
い
、

道
路
法
、
河
川
法
な
ど
の
特
定
法
の

適
用
（
準
用
）
を
受
け
な
い
と
い
う

意
味
に
お
い
て
法
定
外
公
共
物
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
法
務
局
備
え
付
け
の

公
図
（
地
積
図
）
で
は
、
二
本
線
の

空
白
で
表
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
法
定
外
公
共
物
の
多
く

は
、
土
地
の
登
記
簿
に
地
番
、
地
積

な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔

か
ら
通
路
（
通
称
里
道
）
や
水
路
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
、
奥
野

地
区
・
東
中
富
地
区
・
徳
命
地
区
・

道路や公園などに空き缶やたばこの吸い殻などのごみが捨てられたり、飼い犬のふんが放置され、私たちのまち・藍住
町の美観が損なわれています。
藍住町では、清潔で美しいまちづくりをより一層進めるため、「ポイ捨て」・「落書き」・「飼い犬のふんの放置」・「回収

容器の設置」に対して規制を定めた新しい条例を制定しました。
この条例が正しく守られるためには、町民と事業者のみなさんの協力が必要です。

きれいなまちは、町民だれもの願いです。社会の基本的なマナーを守って、町民一人ひとりの力で、清潔で美しいまち
づくりを推進していきましょう。
今後とも、皆さまのご協力をお願いします。 お問い合わせ 生活環境課（蕁６３７・３１１６）

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
原
則
と
し
て
有
料
で
す
。

ま
た
、
新
た
な
道
路
や
水
路
が
で

き
た
こ
と
で
、
今
ま
で
の
里
道
や
水

路
が
不
要
に
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
を

買
い
取
っ
て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

家
の
新
築
や
土
地
の
売
買
な
ど
に

よ
り
、
私
有
地
と
里
道
や
水
路
な
ど

の
町
に
譲
与
さ
れ
た
法
定
外
公
共
物

と
の
境
界
確
認
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
町
が
現
地
立
ち
会
い
と
境

界
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

町
の
財
産
と
な
っ
た
法
定
外
公
共

物
を
使
用
す
る
場
合
、
そ
の
使
用
料

は
、
藍
住
町
法
定
外
公
共
物
管
理
条

例
（
平
成
１６
年
４
月
１
日
施
行
）
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

建
設
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
２
）

富
吉
地
区
及
び
住
吉
字
千
鳥
ヶ
浜
地

区
の
法
定
外
公
共
物
が
町
の
財
産
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
１６
年
度

末
に
、
全
町
の
法
定
外
公
共
物
が
町

の
財
産
と
な
る
予
定
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
法
定
外
公

共
物
は
、
こ
れ
ま
で
国
の
財
産
で
あ

っ
た
た
め
、
利
用
す
る
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
手
続
き
が
必
要
で
し
た
。
し
か

し
、
法
定
外
公
共
物
が
町
に
譲
与
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
す
る
と
き

の
手
続
き
の
簡
略
化
や
、
そ
れ
を
ま

ち
づ
く
り
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど

が
、
町
の
判
断
で
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

所
定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
水
路

に
橋
を
架
け
た
り
、
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
里
道
や
水
路
を
宅
地
や
駐
車
場

法
定
外
公
共
物
っ
てな

あ
に
？

い
つ
か
ら
町
の

財
産
に
な
る
の
？

町
の
財
産
に
な
る
と

ど
う
な
る
の
？

ど
の
よ
う
に利

用
で
き
る
の
？

境
界
は
ど
う
な
る
の
？

利
用
す
る
と
き
の
料
金
は
？

国
有
財
産
の
一
部
が
町
の
財
産
に
な
り
ま
す

今
ま
で
、
国
の
財
産
で
あ
っ
た
里
道
や
水
路
な
ど
の
「
法
定
外
公
共
物
」
が
、

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
財
産
と
な
り
ま
す
。

平成16年4月1日から「ポイ捨て等及び犬のふん害の防止
に関する条例」が施行されます。

●「ポイ捨て」はやめましょう ●「落書き」はやめましょう ●飼い犬のふんは飼い主が始末を ●自動販売機には回収容器を設
置しましょう
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
機
器

の
目
覚
ま
し
い
発
達
に
よ
り
、
情
報

が
大
量
か
つ
広
範
に
処
理
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
反

面
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
個

人
情
報
が
取
り
扱
わ
れ
た
り
、
誤
っ

た
個
人
情
報
が
取
り
扱
わ
れ
る
な
ど

の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
個
人
情
報

の
不
適
正
な
取
扱
い
に
よ
る
個
人
の

権
利
利
益
の
侵
害
か
ら
個
人
情
報
を

保
護
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
藍

住
町
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

○
「
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
」

町
が
行
う
ど
の
よ
う
な
事
務
で
、

ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ

て
い
る
の
か
等
を
記
載
し
た
「
個
人

情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
」
を
作
成
し

て
、
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

○
収
集
の
制
限

個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、

事
務
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ
の
目

的
の
範
囲
内
で
適
法
か
つ
適
正
な
方

法
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
本
人
か
ら

収
集
し
ま
す
。
ま
た
、
思
想
、
信
条

等
に
関
す
る
個
人
情
報
及
び
社
会
的

差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て
収
集
し

ま
せ
ん
。

○
利
用
及
び
提
供
の
制
限

個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て
事
務

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

①
町
の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る

不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

②
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
藍

住
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
で
町
の
判
断
に
つ
い
て
審
査

し
、
答
申
を
行
い
ま
す
。

③
町
は
、
審
査
会
の
答
申
を
受
け
て

不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
行
い

ま
す
。

開
示
の
方
法
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
閲
覧
の
場
合
蚯
無
料

○
写
し
及
び
複
写
の
場
合
蚯
交
付
に

要
す
る
実
費
額
を
負
担

「
個
人
情
報
」
と
は

氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述

等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の

「
公
文
書
」
と
は

職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
又
は
取

得
し
た
文
書
。
図
画
及
び
写
真
並
び

に
電
磁
的
記
録
で
、
町
が
保
有
し
て

い
る
も
の

※
個
人
情
報
保
護
制
度
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
係

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
１
）

次
の
窓
口
で
開
示
、
訂
正
及
び
利

用
停
止
の
請
求
に
関
す
る
受
付
及
び

相
談
を
行
い
ま
す
。

○
総
合
窓
口

総
務
課
（
教
育
委
員
会
・
議
会
を

除
く
機
関
）

○
公
開
窓
口

教
育
委
員
会
事
務
局
・
議
会
事
務
局

①
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定

請
求
を
受
付
し
た
日
か
ら
原
則
と

し
て
１５
日
以
内
に
、
町
が
開
示
・
非

開
示
等
の
決
定
を
行
い
、
請
求
者
に

文
書
で
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
は
原
則
と
し
て

開
示
し
ま
す
が
、
第
三
者
の
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
な
ど
開
示
で
き

な
い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

②
訂
正
請
求
に
対
す
る
決
定

請
求
を
受
付
し
た
日
か
ら
原
則
と

し
て
３０
日
以
内
に
、
町
が
訂
正
・
非

訂
正
の
決
定
を
行
い
、
請
求
者
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。

③
利
用
停
止
請
求
に
対
す
る
決
定

請
求
を
受
付
し
た
日
か
ら
原
則
と

し
て
３０
日
以
内
に
、
町
が
利
用
停

止
・
非
利
用
停
止
の
決
定
を
行
い
、

請
求
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

※
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
と
き

は
、
決
定
の
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
も

の
目
的
以
外
に
は
利
用
や
提
供
を
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
結
合
（
通
信
回
線
を
利
用
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
り
情
報

を
随
時
入
手
で
き
る
状
態
に
す
る
こ

と
）
に
よ
っ
て
、
町
の
機
関
以
外
の

も
の
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

○
適
正
管
理

個
人
情
報
が
漏
洩
し
た
り
、
滅
失

し
た
り
し
な
い
よ
う
適
正
な
管
理
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
保
有
す
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
個
人
情
報
は
、
確
実

か
つ
速
や
か
に
廃
棄
し
ま
す
。

○
個
人
情
報
の
開
示
請
求
、
訂
正
請

求
及
び
利
用
停
止
請
求

町
が
保
有
す
る
公
文
書
に
記
録
さ

れ
て
い
る
個
人
情
報
の
う
ち
、
自
分

自
身
に
関
す
る
情
報
の
開
示
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
開
示

を
受
け
た
個
人
情
報
の
内
容
が
事
実

で
な
い
と
き
、
ま
た
は
収
集
の
制
限

や
利
用
及
び
提
供
の
制
限
に
違
反
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
訂

正
ま
た
は
利
用
停
止
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
開
示
請
求

町
が
保
有
す
る
公
文
書
に
記
録
さ

れ
て
い
る
個
人
情
報
の
本
人
ま
た
は

そ
の
法
定
代
理
人

②
訂
正
請
求
及
び
利
用
停
止
請
求

開
示
を
受
け
た
個
人
情
報
の
本
人

ま
た
は
そ
の
法
定
代
理
人

請求から開示までの流れ 

［ 請　求　者 ］ 

［ 請  求  者 ］ 

［ 受付・相談 ］ 

［情報公開・個人情報保護審査会］ 

総合窓口・公開窓口 

［ 町の機関 ］ 

［ 町の機関 ］ 

開示非開示等の 
判断及び決定 

開示の請求 請求書の受付 

決定通知 

不服申立て 
（決定に不服のとき） 

不服申立てに 
対する決定 

諮　問 

開示の実施 

本人確認 

答　申 

閲覧・写しの交付等費用の負担 

本人確認 

「
藍
住
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」
が
平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

町
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護

■
請
求
で
き
る
方

■
請
求
の
受
付
・
相
談
窓
口

■
請
求
に
関
す
る
決
定

■
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て

■
開
示
の
方
法



2004  March 15 No.7107

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
役
場
で
は
、
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
町
税
の
未

納
が
あ
る
お
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
徴
収
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
で
、
残
不
足
の
た
め
未
納
と

な
っ
て
い
る
場
合
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
一
度
ご

確
認
の
う
え
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に
納
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
、
納
税
に
つ
い
て
の
相
談

が
あ
る
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
７
）

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
８
）

腓

私
は
、
現
在
６７
才
で
、
若
い
頃
、

会
社
勤
め
だ
っ
た
た
め
厚
生
老
齢

年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。
２
か

月
に
１
回
、
払
い
込
ま
れ
る
老
齢

年
金
よ
り
介
護
保
険
料
と
し
て

９，
８
６
０
円
が
差
し
引
か
れ
て

い
ま
す
が
、
平
成
１６
年
度
の
介
護

保
険
料
は
、
高
く
な
る
の
で
す

か
？

胙

６５
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
所
得
に

応
じ
、
第
１
段
階
か
ら
第
５
段
階

の
段
階
別
保
険
料
（
下
記
表
の
と

お
り
）
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
３

年
間
は
、
こ
の
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。
平
成
１５
年
度
の
あ
な
た

は
、
第
３
段
階
（
基
準
額
）
の
月

４，
９
３
０
円
（
年
額
５
９，
１

６
０
円
）
の
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「
平
成
１６
年
度
の
保
険
料
は
、

高
く
な
る
か
」
と
の
御
質
問
で
す

が
、
あ
な
た
が
受
給
し
て
い
る
老

齢
年
金
の
所
得
金
額
等
が
多
く
な

り
２
０
０
万
円
未
満
と
な
れ
ば
、

１
段
階
上
の
第
４
段
階
と
な
り
、

納
付
し
て
い
た
だ
く
金
額
は
多
く

な
り
ま
す
が
、
現
在
の
年
金
額
で

あ
れ
ば
、
月
４，
９
３
０
円
の
ま

ま
と
な
り
ま
す
。

〜
あ
な
た
に
あ
っ
た
介
護
計
画
を
〜

介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

藍
住
町
役
場
　
保
健
衛
生
課

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
５
）

介
護
保
険

腓

＆
胙

介
護
保
険

腓

＆
胙

一
つ
ず
つ
芽
を
た
し
か
め
て
切
り
分
け
し
馬
鈴
薯
君
と
植
え
い
る
日
曜

岡
田
　
博
子

大
根
の
花
咲
く
頃
の
さ
び
し
さ
よ
母
の
忌
日
が
ま
た
や
っ
て
く
る

木
元
　
由
美

「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
が
ラ
ジ
オ
よ
り
湯
舟
を
揺
ら
す
立
春
の
朝

大
塚
　
　
容

あ
た
ら
し
き
芋
掘
り
あ
と
の
砂
の
畑
春
近
づ
き
て
平
と
な
り
ゆ
く

四
宮
　
千
代

隣
室
の
ケ
イ
タ
イ
着
信
の
曲
覚
え
顔
知
ら
ぬ
ま
ま
に
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
る
る

青
木
み
ど
り

白
梅
の
咲
き
て
お
ぼ
ろ
の
日
と
な
れ
ど
雀
も
目
白
も
ま
だ
庭
に
こ
ず

山
本
　
藍
香

悔
ん
で
も
悔
み
き
れ
な
い
我
が
生
を
持
て
余
し
つ
つ
暮
れ
ゆ
く
今
日
も

三
原
　
光
代

「
久
し
ぶ
り
」
一
つ
一
つ
に
声
か
け
て
雛
ひ
い
な

を
飾
る
休
日
の
午
後

水
野
　
　
綾

段階別保険料額 

1 段 階  

生活保護の受給
者、老齢福祉年
金受給者で町民
税非課税世帯 

基準額×0.5

年額 
29,580円 

年額 
44,370円 

年額 
59,160円 

年額 
73,950円 

年額 
88,740円 

基準額×0.75 基準額×1.25 基準額×1.5基準額4,930円 

世帯員全員が町
民税非課税 

本人が町民税非
課税で町民税課
税世帯 

本人が町民税課
税で合計所得金
額200万円未満 

本人が町民税課
税で合計所得金
額200万円以上 

2 段 階  3 段 階  4 段 階  5 段 階  

今
月
の

納
税

今
月
の

納
税

広報あいずみ 毎月15日新聞折り込みで

A I テ レ ビ 1日6回（AIタウン情報）

町政だより 毎月第1・3木曜日徳島新聞に掲載

ホームページ URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp

E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

フレッシュタウン 毎月第1・3木曜日　午前9時40分頃～

（ ラ ジ オ ） エフエム徳島80・7メガヘルツ

ま ち の 情 報 は
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国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
が
近
づ
い
て

お
り
ま
す
。
新
年
度
の
保
険
証
を
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
送
付
は
３
月
２０
日
貍
以
降
に

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
４
月
に
入
っ
て
も
届
か
な
い
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
や
む
な
く
期
間
の
短
い
短
期

保
険
証
ま
た
は
資
格
証
明
書
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
役
場
で
の
交
付
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
該
当
世
帯
に
つ
い
て
は
、
後
日
通

知
致
し
ま
す
の
で
そ
の
期
間
に
受
取
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
未
払
い
が
長
期
間
続
き
ま
す
と
保

険
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
医
療

費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。

①
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た

り
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

②
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
い
「
短
期
被
保
険

者
証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
　
　

③
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

④
国
保
の
給
付
（
療
養
費
・
高
額
療
養
費
・
出

産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費
な
ど
）
の
費
用
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
差
し
止
め
ら
れ
、
滞
納

保
険
税
に
充
て
ら
れ
ま
す

⑤
上
記
の
他
、
さ
ら
に
滞
納
が
続
き
納
付
に
つ

い
て
の
相
談
に
も
応
じ
な
い
場
合
は
財
産
の

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
・
・
・

差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す

◎
ま
た
特
別
の
事
情
が
認
め
ら
れ
た
場
合
や
保

険
税
が
完
納
さ
れ
た
時
に
は
、
あ
ら
た
め
て
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
。
保
険
税
を
滞
納
し
続
け

る
と
、
支
払
計
画
も
大
き
な
金
額
に
な
り
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
保
険
税
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
に
早
め

に
担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
１４
年
度
の
一
人
当
た
り
の
全
医
療
費

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

若
　
人
　
１
９
７，
９
４
１
円

退
職
者
　
３
１
２，
６
４
０
円

老
　
人
　
７
６
２，
７
１
１
円

国
保
は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
普
段

か
ら
お
金
（
保
険
税
）
を
出
し
合
い
、
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。
私

た
ち
が
納
め
る
保
険
税
と
国
な
ど
の
補
助
金
を

財
源
に
、
医
療
費
な
ど
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
ど
ん
な
病
気
や
け
が
を
す
る
か
は
、

誰
に
も
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
と
き
困
ら
な
い
よ
う
に
皆
さ
ん
の
助
け

と
な
る
保
険
税
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て
は

保
健
衛
生
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
５
）

保
険
税
・
納
付
相
談
に
つ
い
て
は

税
　
務
　
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
７
）

国
民
健
康
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て

シリーズ煌

下水道の話濆

に
な
る
と
、
町
は
そ
の
地
域
を
「
処
理
区
域
」

と
し
て
公
示
し
、
広
報
等
で
町
民
の
み
な
さ

ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

処
理
区
域
と
な
る
と
、
台
所
・
浴
室
な
ど

の
生
活
排
水
や
、
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
排

水
も
下
水
道
へ
流
す
た
め
の
配
水
管
な
ど
の

施
設
（
排
水
設
備
）
を
速
や
か
に
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
浄
化

槽
に
よ
り
、
ト
イ
レ
及
び
生
活
排
水
を
処
理

し
て
い
る
方
も
、
同
様
で
す
。

ま
た
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
処
理
区
域
に
な
っ
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
し
、「
排
水
設
備
」
を
設
置
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３．

下
水
道
使
用
料

宅
地
内
の
排
水
設
備
工
事
が
終
わ
り
、
下

水
道
の
使
用
を
開
始
さ
れ
る
と
、
使
用
者
の

方
に
そ
の
汚
水
量
に
応
じ
た
下
水
道
使
用
料

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
使
用

料
は
、
下
水
道
施
設
が
常
に
良
好
に
働
く
よ

う
、
下
水
道
管
の
清
掃
・
修
理
費
、
終
末
処

理
場
で
の
汚
水
処
理
費
（
電
気
料
・
人
件

費
・
薬
品
代
等
）
な
ど
の
維
持
管
理
に
使
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
金
と
同
様
に
今
後
、
町
の

条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
の
整
備
に
は
、
町

民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
３
）

今
回
は
、
下
水
道
の
建
設
費
な
ど
に
つ
い

て
掲
載
し
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
は
町
だ
け
で
、
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。
こ
こ
で
は
、
下
水
道
の
建
設

費
・
宅
内
の
排
水
設
備
費
・
下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１．

下
水
道
の
建
設
費

下
水
道
整
備
費
の
内
訳
は
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
や
地
方
債
（
町
の
借
入
金
）
及
び

町
費
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
財
源
の

一
部
に
つ
い
て
、
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
受
益
者
負
担
金
制
度
」

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
活
環
境
が
良
く
な
り
、
私
た
ち
は
快
適
な

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
土
地
の
利
用
価
値
が
増
し
、

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

下
水
道
建
設
費
の
一
部
を
下
水
道
利
用
者
の

方
に
一
度
に
限
っ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
制
度
が
「
受
益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

こ
の
、
受
益
者
負
担
金
の
範
囲
や
金
額
、

納
め
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
町
の
条

例
で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２．

宅
内
の
排
水
設
備
費

下
水
道
が
完
成
し
、
汚
水
が
流
せ
る
よ
う
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藍
住
町
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
街
づ
く
り
」

が
い
わ
れ
て
お
り
、
様
々
な
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
よ
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活
動
）」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
い
っ
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活
動
）」
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
性
格
づ
け
る
も
の
と
し
て

「
や
る
気
（
自
発
性
）」「
世
直
し
（
社
会
性
）」

「
手
弁
当
（
無
償
制
）」
が
い
わ
れ
ま
す
。
単
な

る
奉
仕
活
動
と
し
て
で
は
な
く
、
す
こ
し
硬
い

い
表
現
で
す
が
「
市
民
的
な
連
帯
行
為
と
し
て

民
主
主
義
や
自
治
や
人
権
な
ど
と
関
係
し
た
活

動
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
し
て
、
ま
た
「
自
由
な
主
体
」
と
し
て

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
互
い
が
対

等
な
「
自
由
な
主
体
」
ど
う
し
と
し
て
、
そ
の

利
害
を
調
整
し
あ
い
な
が
ら
、
互
い
を
尊
重
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
共
に
つ
く
っ
て
い
く
の
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
誰
か
を

（
何
か
を
）
援
助
す
る
の
は
、
そ
の
援
助
が
社

会
的
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
市
民
レ
ベ
ル
で

の
援
助
が
有
効
だ
と
さ
れ
る
と
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
語
る
場
合
「
共
に
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。「
共
に
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
一
言
で
言
う
と
、
相
手
の
人
格

を
認
め
、
尊
敬
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

誰
か
に
誘
わ
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

こ
と
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
知
っ
て

い
れ
ば
、
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
か
も
と
　
え
い
じ

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
「
共
に
生
き
ら
れ
る
」
関

係
を
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
た
ら
、
人
権

意
識
が
高
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い
て
、

当
事
者
が
痛
み
を
訴
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る
謙
虚
さ
が

な
け
れ
ば
、
人
権
意
識
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
側
が
少
し

で
も
文
句
を
言
え
ば
「
し
て
あ
げ
て
い
る
の
に
」

と
い
う
よ
う
に
傲
慢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人
は
人
権
の
視
点

を
し
っ
か
り
と
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も
、
な
に
を
し
て

藍住町のスローガン 

私
か
ら
　
な
く
し
て
い
こ
う
　
差
別
意
識

１
年
　
内
田
　
美
樹

差
別
な
し
！
　
偏
見
な
し
！
　
明
る
い
未
来
！

１
年
　
石
井
　
孝
典

差
別
の
な
い
世
の
中
は
　
み
ん
な
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

２
年
　
勝
浦
　
晶
子

人
権
を
　
大
切
に
し
た
い
　
未
来
の
た
め
に

３
年
　
山
下
　
朋
子

ど
ん
な
時
も
　
い
っ
し
ょ
だ
よ
　
友
だ
ち
や
も
ん

３
年
　
平
島
　
佑
香

さ
し
の
べ
た
手
　
か
な
ら
ず
誰
か
の
　
力
に
な
る

３
年
　
幸
田
　
　
悠

人
権
標
語

藍
住
東
中
学
校
生
徒
作
品

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は

「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
人
権

と
に
か
く
始
め
よ
う

「ちょボラ」。実はこれ、
「ちょっとしたボランテ
ィア」のこと。たとえ１
時間でもいいから、自分
にもできること、関心の
あることから始めてみよ
うという意味。まとまっ
た時間がなくてとか、何
か資格や特技がないとダ
メじゃないのと思ってい
るアナタ。
誰でも、どこでも、い

つでも、気負わずにが
「ちょボラ」精神。
さあ、あなたは、どん

な「ちょボラ」からはじ
めますか。
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平
成
１６
年
度
版
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
３
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
各
家
庭
へ
の
配
布
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
配
布
す
る
ご
み
カ
レ
ン
ダ

ー
等
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ
て
、
正
し
い
方
法
で

分
別
し
、
出
す
日
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
３
月
末
ま
で
に

届
か
な
い
場
合

は
、
お
手
数
で

す
が
西
ク
リ
ー

ン
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
た
は
生
活

環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

西
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
蕁
６
９
２
・
７
４
１
１
）

生
活
環
境
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
６
）

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」の

配
布
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
自
身
の
力
が
必

要
で
す
。
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
環
境
づ
く

り
も
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
い
い
か
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

３
月
２３
日
貂

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分

講
演
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
　
所

町
合
同
庁
舎
４
階
　
町
民
シ
ア
タ
ー

演
　
題
「
住
民
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

講
　
師

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

医
療
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
櫃
本
真
聿
先
生

※
お
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主
　
催

徳
島
保
健
所
・
藍
住
町

お
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
６
９
２
・
８
６
５
８
）

勉
学
に
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
高
校
生
、
大
学
生
に
対

し
て
奨
学
金
を
貸
付
す
る
こ
と
に
よ
り
修
学
の

機
会
を
確
保
し
、
も
っ
て
人
材
を
育
成
す
る
奨

学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
藍
住
町
教
育
委
員
会
（
蕁
６
３

７
・
３
１
２
８
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
住
民
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」

講
演
会
の
お
知
ら
せ

藍
住
町
奨
学
金
制
度

解
消
！ 

目
の
不
快
感
　
〜 

ド
ラ
イ
ア
イ 

〜 

疲
れ
目
や
視
力
の
低
下
な
ど
、
目
の
ト
ラ

ブ
ル
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
最
近
と
く
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
、
涙
の
量
や
質
に
変
化
が
生
じ

て
、
目
の
健
康
な
潤
い
が
保
て
な
く
な
る

「
ド
ラ
イ
ア
イ
」
で
す
。

車
の
運
転
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器

の
使
用
を
続
け
る
と
、
ま
ば
た
き
の
回
数
が

ぐ
っ
と
減
る
た
め
、
涙
が
蒸
発
し
て
目
が
乾

燥
し
疲
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
も
自
律

神
経
の
交
感
神
経
を
優
位
に
し
て
緊
張
状
態

を
つ
く
る
の
で
、
涙
の
生
産
が
減
り
ま
す
。

そ
の
た
め
目
が
乾
燥
し
、
疲
れ
や
す
く
な
る

の
で
す
。

目
に
は
乾
き
を
感
じ
る
セ
ン
サ
ー
が
な
い

た
め
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
自
覚
が
な
い
人
も
多

い
よ
う
で
す
。
時
々
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ア
イ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
次
に

あ
げ
る
よ
う
な
日
常
生
活
の
改
善
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

①
目
薬
を
上
手
に
使
う
…
ド
ラ
イ
ア
イ
で

は
、
潤
い
を
補
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
意
識
的
に
ま
ば
た
き
を
増
や
す

③
湿
度
を
保
つ
…
特
に
冬
場
や
空
調
の
き
い

た
室
内
は
、空
気
が
乾
燥
し
や
す
い
の
で
、

加
湿
器
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
湿
度
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

④
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
時
の
注
意

藺
画
面
を
視
線
よ
り
少
し
下
に
し
て
、
視
線

が
下
向
き
に
な
る
よ
う
に
す
る
。

藺
照
明
な
ど
の
光
が
画
面
に
反
射
し
な
い
よ

う
な
工
夫
を
す
る
。

藺
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
、
目
を
休
め
る
。

＊チェック表＊
こんな症状はありませんか？

ドライアイ自己チェック

○目が疲れやすい
○白っぽい目やにがでる
○目がショボショボ、ゴロゴロする
○目が重たいと感じることが多い
○目が乾いた感じがする
○なんとなく目に不快感がある
○物がかすんで見える
○目が痛む
○訳もなく涙がでることがある
○目が充血しやすい
○目がかゆい
○光をまぶしく感じやすい

※上記にあげた項目のうち２つ以上
あてはまるものがあれば、ドライ
アイが疑われます。
さらに「１０秒間、ま
ばたきをしないでは
いられない」人は可
能性大です。
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「
食
育
」
は
調
理
を
し
な
が
ら
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
か
つ
て
は
暮
ら
し
の
中
に
食
育

が
あ
り
ま
し
た
。
魚
屋
で
は
、
魚
の
と
れ
た

場
所
や
調
理
法
を
教
わ
り
、
八
百
屋
で
は
、

手
触
り
・
色
・
重
さ
・
に
お
い
か
ら
野
菜
の

見
分
け
方
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
と

囲
む
食
卓
で
は
、
箸
の
持
ち
方
・
食
べ
方
の

順
番
を
教
わ
り
ま
し
た
。
共
働
き
の
親
が
増

え
た
今
、
家
庭
だ
け
の
食
育
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
幼
い
頃
か
ら
の
食
育
は
最
高
最

良
の
予
防
医
学
で
す
。
命
に
直
結
し
て
い
る

食
。
良
い
食
べ
物
が
き
ち
ん
と
見
分
け
ら
れ

る
子
ど
も
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

《
作
り
方
》

①
あ
さ
り
の
水
煮
（
缶
汁
も
入
れ
て
く
だ
さ

い
）、
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
、
牛
乳
を
入
れ

て
火
に
か
け
る
。

②
細
切
り
に
し
た
ベ
ー
コ
ン
、
ミ
ッ
ク
ス
ベ

ジ
タ
ブ
ル
も
入
れ
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味

つ
け
を
す
る
。

③
器
に
盛
り
、
パ
セ
リ
を
ち
ら
す
。

缶
詰
を
利
用
し
た
簡
単
な
ス
ー
プ
で
す
。

牛
乳
を
加
え
て
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
し
っ
か
り

と
れ
ま
す
。
朝
食
の
１
品
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

料理・お菓子教室　 前期受講生募集

女性センターでは春から夏にかけて季節感あふれるお料理、料理に見合ったお菓子づくりの講座を開講します。町内に

お住まいの女性なら、どなたでも参加できますので、ぜひお申し込みください。

○　両講座への申込みも可能ですが、参加は全課程受講できる方に限ります。また、材料費は前納していただき、休まれ

た場合も返金しませんので、ご了承ください。

○　応募人数が極端に少ない場合は、開講できないことがありますのでご了承ください。

申込み・お問い合わせ 藍住町勤労女性センター（蕁６９２・６２６６）

料理教室

受講期間 ４月８日貅～９月９日貅

毎月第２木曜日・午前９時～１２時

募集人数 ２０名（申込順）

受 講 料 無料（材料費・６,０００円）

申込締切 ３月２６日貊

お菓子教室

受講期間 ４月８日貅～９月２２日貉

毎月第４木曜日・午前９時～１２時

※９月は第４水曜日

募集人数 ２０名（申込順）

受 講 料 無　料（材料費・３,０００円）

申込締切 ３月２６日貊月 
4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

ピザトースト、ピザソース、オープンサンドイッチ、スープ 

おもてなしずし、棒ずし（３種類）、梅腕 

豚肉とブロッコリーの串カツ、パスタ料理、サラダ（ドレッ
シング）、スープ 

冷やしゃぶしゃぶ、ごまだれ、豆腐とそば団子の揚げ出し、
こんにゃくステーキ、きのこソース   

茄子のえびづめ、ささ身巻き揚げ、ポテトオムレツ、サラダ、
（ドレッシング） 

肉そぼろレタス包み、えびの水ぎょうざ、トマトスープ、サ
ラダ（ドレッシング） 

メ ニ ュ ー 

月 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

ティラミス 

お月見だんご、糸切りだんご 

杏仁豆腐（スダチシロップかけ）、わらびもち（２種類） 

くるみ入りドライフルーツケーキ 

パンプキンムース、コーヒーゼリー 

白玉とうふ団子、あずきあん、ごまあん 

メ ニ ュ ー 

藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

健
康
づ
く
り
の
会

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

「
幸
福
は
口
福
か
ら
」

〜
食
育
講
習
会
よ
り
〜

２
月
１２
日
、
県
民
を
対
象
に
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
主
催
の
「
阿
波
の
味
」
伝
承
と

「
食
育
」
の
講
演
会
が
、
食
生
活
・
健
康
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
砂
田
登
志
子
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
徳
島
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

演
の
中
か
ら
食
育
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

「
食
育
」
と
は
、
子
ど
も
が
食
の
大
切
さ

を
知
り
、
体
に
よ
い
食
べ
物
を
自
分
で
選
べ

る
よ
う
に
学
習
す
る
活
動
で
す
。「
食
」
は

命
の
も
と
、
健
康
の
源
で
す
。
し
か
し
、
今
、

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
世
界
各
地
か
ら
集

め
ら
れ
た
食
品
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
便
利

で
一
見
す
る
と
豊
か
な
食
生
活
の
よ
う
で
す

が
、
利
便
性
や
表
面
上
の
豊
か
さ
に
慣
れ
た

現
代
は
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
味
覚
・
食

文
化
を
伝
え
る
心
・
食
べ
る
こ
と
へ
の
感
謝

の
心
な
ど
、
本
来
大
切
な
も
の
が
失
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

先
生
の
著
書
よ
り

蘆「
食
」
の
字
は
「
人
を
良
く
す
る
」
と
書
く
。

蘆「
食
」
は
胃
袋
だ
け
で
な
く
心
も
満
た
し

豊
か
な
感
性
と
味
覚
を
育
む
。

蘆「
食
事
」
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
心
の
栄

養
で
あ
る
。

蘆
食
事
の
前
に
手
を
合
わ
す
こ
と
は
、
作
っ

た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
自
分
の
命
に

感
謝
す
る
心
を
育
て
る
。

蘆
子
ど
も
た
ち
に
お
む
す
び
を
作
ら
せ
、
む
す

び
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
む
す
び
を
考
え
さ
せ

る
。
手
を
む
す
ぶ
。
親
子
を
む
す
ぶ
な
ど
。

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理

あ
さ
り
の
チ
ャ
ウ
ダ
ー

あさりの水煮（缶） 
コーンクリーム（缶） 
ミックスベジタブル 
牛乳 
ベーコン 
塩 
こしょう 
パセリのみじん切り 

120g 
120g 
120g 
2カップ 
32g 
少々 
少々 
少々 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

180kcal 
11.8ｇ 
7.9ｇ 

155ｍｇ 
1.1ｇ 

材料（4人分目安量） 

1人分の栄養価 



講
　
座
　
名
 

フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
 

陶
芸

 
（
初
級
） 

文
化

箏
 

（
入
門
） 

唄
 

三
 味
 線
 

曜
　
日
 

第
1・
3
 

土
曜
日
 

第
2・
4
 

土
曜
日
 

茶
道

 
（
裏
千
家
） 

第
2・
4
 

金
曜
日
 

第
2月
曜
日
 

第
4月
曜
日
 

毎
週
水
曜
日
 

時
  間
 

講
　
　
　
師
 

梅
若
啄
志
穂
 

北
島
里
佳
 

佐
野
万
博
 

天
野
宗
栄
 

陳
師

 

松
下
慶
一
 

吉
田
敏
明
 20人

 

20人
 

15人
 

2,500円
 

2,500円
 

10人
 

10人
 

10人
 

2,000円
 

5,000円
 

テ
キ
ス
ト
代
 

テ
キ
ス
ト
代
 

10人
 
2,500円

 

8,000円
 

6人
 

6人
 

2,500円
 

テ
キ
ス
ト
代
 

材
料
代
 

花
材
代
 

（
半
年
10,000円

 
程
度
） 

研
修
室
 

研
修
室
 

藍
工
房
 

藍
工
房
 

和
室

和
室

筆
記
用
具
 

テ
キ
ス
ト
代
 

生
菓
子
 

抹
茶
代
 

月
500円

 
程
度
 

研
修
室
 

筆
記
用
具
 

帛
紗
一
式
 

筆
記
用
具
 

雑
巾
 

文
化

箏
 

筆
記
用
具
 

筆
記
用
具
 

三
味

線
 

用
具
一
式
 

花
切
ば
さ
み
 

新
聞
紙
・ご
み
袋
・

台
拭
き・
水
入
れ
 

定
 員
 
受
  講
  料
 

受
講
期
間
 

受
講
資
格
 

申
込
期
間
 

平
成
16年

4月
5日
～
平
成
16年

9月
30日
 

藍
住
町
在
住
及
び
在
勤
者
で
20歳

以
上
の
方（
学
生
は
除
き
ま
す
） 

3月
15日
豺
～
3月
22日
豺
  午
前
9時
～
午
後
5時
 

＊
土
日
及
び
日
曜
日
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
で
受
付
を
し
ま
す
。
 

＊
締
切
後
も
定
員
に
余
裕
が
あ
る
講
座
は
、引
き
続
き
受
付
し
ま
す
。
 

◎
同
じ
種
類
の
講
座
を
２
つ
以
上
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
 

◎
各
講
座
と
も
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、初
め
て
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
 

抽
選
日
　
　
平
成
１６
年
３
月
２４
日
貉
　
午
前
１０
時（
公
開
抽
選
） 

抽
選
場
所
　
町
合
同
庁
舎
４
階
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室
 

＊
応
募
人
数
が
極
端
に
少
な
い
講
座
は
、開
講
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
 

※
受
講
決
定
者
に
は
３
月
２６
日
貊
ま
で
に
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す
 

教
  材
  費
 

用
意
す
る
物
 

教
　
室
 

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
 

15：
00 
 

16：
00

14：
00 
 

16：
00

18：
00 
 

20：
00

15：
00 
 

17：
00

16：
00 
 

17：
00

19：
30 
 

21：
30

19：
00 
 

21：
00

中
国

語
 

（
入
門
） 
毎
週
土
曜
日
 
10：
00 
 

11：
30

古
く
か
ら
唄
い
継
が
れ
て
き
た
盆
踊
り
唄
、仕
事
唄
等
三
味
線
伴
奏
で
お
稽

古
し
ま
す
。
 

文
化
譜
を
活
用
し
て
民
謡
三
味
線
が
弾
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

基
礎
か
ら
お
稽
古
し
ま
す
。
 

生
花
を
使
っ
て
、オ
ア
シ
ス
で
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
せ
ん
か
。

ブ
ー
ケ
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

一
塊
の
土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
。
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
 

文
化
箏
は
、箏
を
約
半
分
に
小
型
化
し
た
か
わ
い
い
楽
器
で
す
。
数
字
譜
で

曲
が
弾
け
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

目
覚
ま
し
い
発
展
を
果
た
し
て
い
る
中
国
に
も
っ
と
触
れ
た
い
方
、も
っ
と
分
か

り
た
い
方
。こ
の
講
座
へ
よ
う
こ
そ
。
 

一
盛
の
お
茶
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
感
謝
の
心
思
い
や
り
の
心
魂
の
触
れ

合
う
場
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
。
 

民　　謡 

平
成
1
6
年
度
前
期
 

募
集
講
座
 CO

URSE  M
ENU

募
集
講
座
 CO

URSE  M
ENU

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

教
養
講
座
 

受
講
生
募
集
 

申
込
場
所
及
び
 

問
い
合
わ
せ
先
 
町
合
同
庁
舎
 

＊
電
話
で
の
み
受
付
ま
す
。
 

2階
　
町
教
育
委
員
会（
蕁
637・

3128） 
4階
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
所（
蕁
637・

3130） 
｝ 
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銀
粘

土
 

中
・
高
年
対
象
 

ワ
ー
ド
講
座
 

中
・
高
年
対
象
 

ワ
ー
ド
講
座
 

第
1・
2・
3
 

木
曜
日
 

福
島
美
佳
 

美
馬
連
秀
甫
 

未
定

 

未
定

 

未
定

 

田
中
豊
梅
 

7人
 

7人
 

20人
 

25人
 

10人
 

10人
 

10人
 

10人
 

10人
 

10人
 

2,500円
 

3,000円
 

4,000円
 

12,000円
 

12,000円
 

12,000円
 

15,000円
 

15,000円
 

藍
工
房
 

藍
工
房
 

藍
工
房
 

情
報
プ
ラ
ザ
 

情
報
プ
ラ
ザ
 

情
報
プ
ラ
ザ
 

テ
キ
ス
ト
代
 

テ
キ
ス
ト
代
 

テ
キ
ス
ト
代
 

花
材
料
 

テ
キ
ス
ト
代
 

花
材
料
 

テ
キ
ス
ト
代
 

花
留
・
花
器
 

（
嵯
峨
御
流
用
） 

花
切
ば
さ
み
 

花
包
・
雑
巾
 

筆
記
用
具
 

花
切
ば
さ
み
 

筆
記
用
具
 

雑
巾
 

銀
粘
土
代
 

月
2,500円

 
程
度
 

密
封
容
器（
フ

イ
ル
ム
ケ
ー
ス

等
）、下

敷
、ウ

エ
ット
テ
ィッシ

ュ
、

小
筆
 

筆
記
用
具
 

筆
記
用
具
 

筆
記
用
具
 

情
報
プ
ラ
ザ
 

テ
キ
ス
ト
代
 
筆
記
用
具
 

情
報
プ
ラ
ザ
 

テ
キ
ス
ト
代
 
筆
記
用
具
 

講
　
座
　
名
 

曜
　
日
 

時
  間
 

講
　
　
　
師
 
定
 員
 
受
  講
  料
 
教
  材
  費
 

用
意
す
る
物
 

教
　
室
 

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
 

講
　
座
　
名
 

曜
　
日
 

時
  間
 

定
 員
 
受
  講
  料
 
教
  材
  費
 

用
意
す
る
物
 

教
　
室
 

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
 

毎
週
木
曜
日
 

毎
週
月
曜
日
 

毎
週
水
曜
日
 

毎
週
金
曜
日
 

毎
週
木
曜
日
 

毎
　
週
 

水
・
金
曜
日
 

毎
　
週
 

月
・
木
曜
日
 

小
原
流
 

エ
ク
セ
ル
 

（
入
門
） 

ワ
ー
ド
 

（
入
門
） 

ワ
ー
ド
 

（
応
用
） 

嵯
峨
御
流
 

第
1・
3土
曜
日
 

第
1・
3木
曜
日
 

10：
00 
 

12：
00

14：
00 
 

16：
00

19：
30 
 

21：
30

20：
00 
 

21：
30

20：
00 
 

21：
30

20：
00 
 

21：
30

20：
00 
 

21：
30

13：
30 
 

15：
00

13：
30 
 

15：
00

焼
成
す
る
事
に
よ
り
、純
銀
と
な
る
銀
年
度
を
使
っ
て
シ
ル
バ
ー
リ
ン
グ
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
等
が
誰
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
 

シ
ン
プ
ル
な
2つ
の
基
本
ス
タ
イ
ル
で
ま
ず
花
と
遊
ぶ
楽
し
さ
を
。
次
は
盛
花

で
す
。
美
し
い
花
の
組
み
合
わ
せ
や
形
を
学
び
ま
す
。
 

草
木
の
美
し
さ
を
い
け
ば
な
を
通
じ
自
然
と
共
に
融
和
し
な
が
ら
仲
間
と
共
に

精
進
し
な
が
ら
和
を
図
っ
て
い
く
。
 

初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
X
P
…
 

画
面
構
成
の
基
本
・
自
動
計
算
・
簡
単
な
計
算
（
集
計
表
の
作
成
・
校
正

等
）・
グ
ラ
フ
の
作
成
・
関
数
・
図
形
の
作
成
・
成
績
表
の
作
成
 

初
め
て
の
ワ
ー
ド
X
P
…
 

文
字
の
入
力
文
章
の
作
成
、
印
刷
・
書
式
変
更
（
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
）
罫
線
を

つ
か
っ
た
表
の
作
成
・
イ
ラ
ス
ト
の
編
集
等
 

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
（
基
本
的
な
マ
ウ
ス
操
作
か
ら
は
じ
め
ま
す
）・
文
字
の
入
力
・
文
章

の
作
成
・
印
刷
・
表
の
作
成
な
ど
 

ワ
ー
ド
X
P
　
応
用
編
 

基
礎
を
取
得
し
た
人
の
為
の
応
用
的
な
文
書
の
作
成
・
差
し
込
み
印
刷
・

ホ
ー
ム
の
作
成
 

いけばな パソコン 

◎
中
国
語
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
は
、１
年
間
の
受
講
と
な
り
ま
す
。
　
　
◎
パ
ソ
コ
ン（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）は
全
１５
回
（
４
月
～
７
月
）コ
ー
ス
で
す
。
 

は
じ
め
て
み
よ
う
！
 

　
　
　
“
ワ
ー
ド
講
座
”
 

パ
ソ
コ
ン
な
ん
て
、使
っ
た
こ
と
が
な
い
。
　
マ
ウ
ス
・・・
っ
て
な
に
？
　
　
IT
講
習
は
受
講
し
た
ん
だ
け
ど
？
　
　
も
っ
と
詳
し
く
！
 

そ
ん
な
中
・
高
年
者
の
方
を
対
象
に
し
た
ワ
ー
ド
X
P
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
 

“
ワ
ー
ド
X
P
”と
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
が
作
っ
た
最
新
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
こ
と
で
す
。
 

開
講
期
間
　
4
月
～
6
月
（
3
ヶ
月
・
2
0
回
講
座
）
　
　
受
講
資
格
　
町
内
在
住
及
び
在
勤
者
で
5
5
歳
以
上
の
方
 

※
申
込
に
つ
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
教
養
講
座
と
同
じ
で
す
。
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技能検定は、職業能力開発促進法に基づいて、技能者のみな
さんがもっている技能の程度を一定の基準により検定し、公証
する国家検定制度です。
この制度は、昭和３４年から実施されており、徳島県では現在

までに１７,１６４人が合格し、技能士としてそれぞれの分野で活
躍されています。
試験は、職種によって特級・１級・２級・３級及び単一等級

に区分し、実技と学科の試験を行います。特級・１級及び単一
等級の合格者には、厚生労働大臣、２級及び３級の合格者には、
徳島県知事から合格証書が交付され、「技能士」と称することが
できます。
受検申請受付期間 ４月５日豺～４月１６日貊
技能検定実施職種（予定）

【1・2級職種】

園芸装飾、造園、金属熱処理、機械加工、放電加工、金属プ
レス加工、鉄工、建築板金、仕上げ、電子機器組立、電気機
器組立、建設機械整備、婦人子供服製造、紳士服製造、家具
製作、建具製作、石材施工、とび、左官、タイル張り、畳製
作、防水施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、サッシ施工、
表装、塗装、広告美術仕上げ、フラワー装飾

【単一等級職種】塗装調色
【3級職種】

園芸装飾、造園、機械加工、仕上げ、機械保全、広告美術仕
上げ

受検申請受付場所

○徳島県職業能力開発協会
［徳島市新浜町１丁目１－７］（蕁６６３・２３１６）

○マイスター鳴門
［鳴門市撫養町木津字西小沖６３５－１］（蕁６８６・６２２２）
○徳島テクノスクール
［徳島市南島田町２丁目２５］（蕁６３１・１４７４）
※試験に関するお問い合わせ先は徳島県職業能力開発協会です。
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地域のみなさまが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チ
ェックや健康体操、お話、レクレーション等の内容で、各地区
老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。
３月１８日（木） 午前９時３０分～１１時３０分 笠木老人憩の家
３月１８日（木） 午後１時３０分～３時３０分 西部老人憩の家
３月２３日（火） 午前９時３０分～１１時３０分 乙瀬老人憩の家
３月２５日（木） 午前９時３０分～１１時３０分 住吉老人憩の家
３月２５日（木） 午後１時３０分～３時３０分 富吉老人憩の家
お問い合わせ 基幹型在宅介護支援センター（蕁６３７・３１６７）
※いきいきサロンの企画運営
等、協力していただける方を
募集しています。最寄りの会
場にお立ち寄りください。

下記の日程で移動採血車が来町し、献血を実施い
たしますので、皆さまのご協力をよろしくお願いい
たします。
実施日　３月１９日貊

※成分献血は、予約が必要です。
※献血手帳をお持ちの方は、ご持参ください。
※献血者には、検査（肝臓・コレステロール等の検査）
を行っています。健康チェックもかねてぜひご協
力ください。

申し込み・お問い合せ

藍住町社会福祉協議会
（蕁６９２・９９５１　蕭６９２・１６２６）

いきいきサロンのご案内 献血にご協力を！

勤労青少年ホームでは、各講座（書道・着付・料
理・茶道・絵画・華道）の受講生を募集します。
対 象 者 藍住町在住及び在勤の勤労者
受 講 料 無　料

華道は花代・料理は材料費として、
月謝３,０００円頂きます。

◎各講座とも定員を超えた場合、勤労青少年の方を
優先します。

※応募人数が極端に少ない講座は、開講できないこ
ともありますのでご了承下さい。

申込場所 藍住町勤労青少年ホーム（蕁６９２・３６２０）
（平日午後１時～１０時まで）
（土、日、祝日は休み）

申込締切 ３月２５日貅

藍住町勤労青少年ホーム
平成16年度前期 受講生募集

時　　間 場　　所 

  9：30～15：30 藍住町役場前 
【成分献血】 
　（予約制）蕁692・9951

  9：30～12：00 
13:00～16：00

藍住町役場前 
キョーエイ笠木店前 
【200・400襁　普通献血】 

《募集講座》 
講 座 名 曜　日 時　間 定員 

書 道  毎週月曜日 19：30～21：00 10人 

着 付  毎週火曜日 20：00～21：30 10人 

料 理  毎週水曜日 19：00～21：30 10人 

絵 画  毎週金曜日 19：30～21：30 10人 

茶 道  
（ 裏 千 家 ） 毎週木曜日 19：00～21：30 10人 

華 道  
（嵯峨御流） 毎週金曜日 20：00～21：00 10人 

平成16年度前期技能検定実施
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〈
新
刊
案
内
〉

■
一
般
書

○
子
供
の
『
口
ご
た
え
』
と
上
手
に
つ
き
あ
う
法

（
オ
ー
ド
リ
ー
・
リ
ッ
カ
ー
著
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

○
こ
の
痛
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
い

（
フ
ラ
ン
ク
・
バ
ァ
ー
ト
シ
ッ
ク
著
・
草
思
社
）

○
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
は
な
ぜ
墜
ち
る
の
か

（
松
浦
晋
也
著
・
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）

○
か
ん
た
ん
お
絵
か
き
お
べ
ん
と
う

（
ブ
レ
ネ
ク
ユ
キ
コ
著
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社
）

○
密
事

（
藤
田
宣
永
著
・
中
央
公
論
新
社
）

■
児
童
書

○
犬
の
大
研
究
！

（
宇
都
宮
直
子
著
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

○
世
界
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
　

―
ベ
ッ
カ
ム
・
ジ
タ
ン
・
ロ
ナ
ウ
ド
―

（
本
郷
陽
二
編
・
汐
文
社
）

○
親
子
で
遊
べ
る
あ
や
と
り

（
成
美
堂
出
版
編
集
部
編
・
成
美
堂
出
版
）

○
さ
い
ご
ま
で
読
め
な
い
日
本
の
こ
わ
い
話

（
小
池
タ
ミ
子
著
・
学
習
研
究
社
）

○
に
ま
い
舌
の
や
ま
ん
ば

（
江
口
百
合
子
著
・
新
生
出
版
）

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
本
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
立
図
書
館 

井
隅
読
書
会
で
は
毎
月
図
書
館
で
読
書
会
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

３
月
１８
日
貅

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
　
所

藍
住
町
立
図
書
館
会
議
室

（
３
月
の
課
題
図
書
は
「
今
日
は
死
ぬ
の
に
も
っ

て
こ
い
の
日
　
ナ
ン
シ
ー
・
ウ
ッ
ド
著
」で
す
。）

図
書
館
で
は
、
５
月
よ
り
囲
碁
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

対
　
象

小
・
中
学
生
対
象

日
　
時

日
曜
日
　
午
後
２
時
３０
分
〜

５
月
か
ら
月
１
回
開
催
予
定

場
　
所

藍
住
町
立
図
書
館
２
階

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

講
　
師

井
上
常
男
さ
ん

（
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
五
段
格
）

詳
し
く
は
藍
住
町
立
図
書
館
（
蕁
６
９
２
・

０
０
７
０
）
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
２０
歳
か
ら
６０
歳
の
間
は
国
民

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
期
間
、
第
３
号
被
保
険
者
期
間
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

保
険
料
の
納
付
期
間
が
足
り
な
い
た
め
、

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、
障
害
に
よ

る
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
！

Ｑ．
第
１
号
〜
３
号
被
保
険
者
に
分
か
れ
て

い
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

Ａ．
保
険
料
の
納
め
か
た
が
異
な
る
か
ら
で
す
。

全
員
が
加
入
す
る
国
民
年
金
で
す
が
、
保

険
料
の
納
め
か
た
は
第
１
号
、
第
２
号
、
第

３
号
被
保
険
者
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
や
学
生

な
ど
）
の
保
険
料

国
（
社
会
保
険
庁
）
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
も
と
づ
き
、
郵
便
局
や
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
で
自
分
で
納
付
し
ま
す
。

保
険
料
は
年
齢
や
収
入
に
か
か
わ
ら
ず
定

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

額
で
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
）
の
保
険
料

職
場
の
制
度
で
あ
る
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金

に
も
同
時
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
保
険
料

は
、
厚
生
年
金
保
険
料
や
共
済
組
合
掛
金

と
し
て
給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
る
た
め
、

自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や
公
務
員

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
な
ど
）
の

保
険
料

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
配
偶
者
の
勤
め
先
に
第
３
号
被
保
険

者
に
該
当
す
る
こ
と
を
届
け
出
て
、
第
３

号
被
保
険
者
の
資
格
を
得
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
の
届
出

と
一
緒
に
で
き
ま
す
。

☆
第
３
号
被
保
険
者
の
基
準
と
は
？
☆

第
３
号
被
保
険
者
と
は
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
で
す
。（
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
れ
ば
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。）

具
体
的
に
は
、
生
活
費
の
２
分
の
１
以
上

を
配
偶
者
の
収
入
に
よ
り
ま
か
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
、
年
収
が
１
３
０
万
円
未
満

で
あ
る
か
な
ど
が
め
や
す
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
豎
６
５
２
・
２
８
０
０
）

藍
住
町
役
場
　
住
民
課
国
民
年
金
係

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
２
）

読
書
会
の
案
内

囲
　
碁
　
教
　
室

広報あいずみは、

新聞折り込み・郵送

でお届けしています。

もし、ご近所で未

届けのお宅がありま

したら役場企画調整

課（蕁637・3124）

までお知らせくださ

い。
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生涯スポーツの一環として、町では、軽スポーツ教室を

開講しています。

ニュースポーツでストレスを解消し、たくさんの仲間と

一緒に楽しんで、心のふれあいや生きがいを見いだしてみ

ませんか。

申込み方法 教育委員会にある申込用紙に必要事項を記

入（ご不明な点はお問い合わせください）

して、運営費を添えてお申込下さい。

申込開始日 ３月１５日豺～

お問い合わせ 町教育委員会（蕁６３７・３１２８）

スポーツを楽しみませんか

スポーツ安全保険はみんなの安心をお約束します。

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動等に最適な保険です。５名以上のグループでご加入ください。
◆対象となる事故 グループ活動中の事故・往復中の事故
◆保　険　期　間 平成１６年４月１日午前０時～翌年３月３１日午後１２時（申込受付は３月から）
加入等のお問い合わせ先

徳島県体育協会内スポーツ安全協会徳島県支部（蕁６５５・３６６０）
または、藍住町教育委員会社会体育係（蕁６３７・３１２８）

～ 親子スポーツ教室 ～
親子でいっしょにからだを動かしながら、スポーツ

を楽しみませんか。
「心のふれあい」をとおして、新しい感動が生まれ
るかもしれません。
と　　き ５月１３日～平成１７年３月１０日

毎週木曜日（夏休み・冬休みあり）
午前１０時～１１時３０分

と こ ろ 体育センター
参加対象 平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生

まれの３歳児
定　　員 親子３０組（申込順）
参 加 費 運営費として年間４,０００円（保険料含む）

～ 障害者ふれあいスポーツ教室 ～
障害のある人を中心に、ニュースポーツやレクリエ

ーションの楽しさを体験し、ふれあいを深めることを
目的としています。
と　　き ４月７日～平成１７年３月１６日

毎月第１・３水曜日
午後７時３０分～９時

と こ ろ 町民体育館
参加対象　町内在住または在勤の障害者および共にス

ポーツを楽しみたいという方（中学生以上）
参 加 費 運営費として年間３,０００円（保険料含む）
※一緒に活動してみようというボランティアも募集中
です。

～ シニア軽スポーツ教室 ～
リフレッシュスポーツ教室
日頃、スポーツに縁がない高齢者の方に、楽しく無

理のないスポーツで健康を保持し、生きがいのある生

活を送り心身を養うことを目的にしています。

と　　き ４月９日～平成１７年３月１１日

毎週金曜日　午後１時３０分～３時

と こ ろ 体育センター

参加対象 町内在住で６０歳以上の男女

定　　員 ４０人（申込順）

参 加 費 運営費として年間６,５００円（保険料含む）

～ ジュニア軽スポーツ教室 ～
わくわく体験スポーツ
いろいろなスポーツを体験して楽しさを知り、生活

の中に取り入れることで子どもたちの健全な心身を養
うことができます。スポーツが嫌いな子、苦手な子も
大歓迎です。
と　　き ５月８日～１１月２７日

毎週土曜日　午前９時３０分～１１時３０分
と こ ろ 町民体育館
参加対象 町内在住で小学３年生の男女
定　　員 ４０人（申込順）
参 加 費 運営費として年間４,０００円（保険料含む）

～ 女性軽スポーツ教室 ～
スポーツが苦手な方でも気軽に親しみ、楽しむこと

ができるニュースポーツで、日頃の運動不足を解消し

ませんか。

と　　き ４月９日～平成１７年３月１１日

毎週金曜日　午前９時３０分～１１時３０分

と こ ろ 体育センター

参加対象 町内在住で６０歳以下の女性

定　　員 ４０人（申込順）

参 加 費 運営費として年間６,５００円（保険料含む）
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日　時 ３月２２日豺
午後７時３０分

～午後９時

場　所 体育センター
（勤労者体育センター）

内　容 ストレッチ体操
フライングディスク
ピロポロ

参加料 無　料
※小さい子どもからお年寄り
まで楽しめます。

※個人参加でもＯＫ

主　催 藍住町教育委員会

藍住町体育指導委員会

－「スポーツの広場」掲載終了について－
体育指導委員会では、この3月をもって「スポーツの広場」を一旦終了することに

決定しました。振り返ってみれば「スポーツの広場」が連載される発端となったの
は当時、委員会として「楽しい生涯スポーツ活動の普及、促進を通して体育指導委
員として何ができるか」という考えから、最初に町民の方に委員会の存在と活動を
知っていただくために、広報部が主となって平成7年8月から町広報誌に「スポーツ
の広場」として連載していくことになりました。
当初は誰でもが参加してできる「ニュースポーツ」の数々を2年あまりかけてご紹

介しました。その後は「スポーツと健康」、「ケガやスポーツ障害を防ぐために」と
いったシリーズものや教育委員会が行っている各種軽スポーツ教室の内容を、複数
年かけて掲載し、健康面から見たスポーツの関わり方について特集を組みました。
平成12年あたりからは文部科学省が全国の市町村に「総合型地域スポーツクラブ」
の設立が言われるようになり、委員会もこれに合わせて「スポーツの広場」に度々
掲載をし、町民のみなさんにご理解をしていただけるようにしました。また後半で
は「スポーツの啓蒙、啓発」を主題に考えたその時々のテーマで誌面を埋めており、
この１年は町内の各種分野で活躍されておられる方々から原稿の提供を受け、それ
を掲載させていただきました。
「スポーツの広場」も8年の永きにわたり連載してまいりましたが、読者の方には
多少なりともスポーツに興味、親しみを持っていただけましたでしょうか。
今後はその都度、いろいろなニーズにあったテーマを取り上げてお知らせするこ

とがありましたら町広報誌の紙面を借りて掲載したいと思っております。
このあと、体育指導委員会ではいろいろなスポーツに対するコーディネイトをし

ながら、多くの方々が参加できるスポーツに取り組んでいきたいと思っております。
藍住町体育指導委員会会長　鍋島　龍夫

ストレッチ体操＆
ニュースポーツ

第23回 町内マラソン大会成績一覧
日　　時 平成１６年２月８日豸 午前９時

場　　所 河川敷運動公園周回コース

参加人数 小学生 ３０２名　　中学生 ５３名　　一般 １５名　　計３７０名

○小学生男子の部 ○一般男子の部（4袰） 

○小学生女子の部 

○中学生男子の部（4袰） 

○中学生女子の部（4袰） 

学年 
1 
2 
3 
4 
5 
6

1　位 
中尾　優生 
吉野健太郎 
新田　貫二 
片野　竜聖 
岡本　優希 
中原　　將 

1　位 
大 恵 　 英 治  

2　位 
山 戸 　 浩 一  

3　位 
古 津 　 敏 彦  

○一般女子の部（4袰） 
1　位 

高 田 　 知 子  

○40歳以上男子の部（4袰） 
1　位 

佐 竹 誠 二 郎  
2　位 

小 野 　 嘉 昭  
3　位 

川 人 　 敏 康  

○40歳以上女子の部（3袰） 
1　位 

中 野 　 佳 子  

○40歳以上女子の部（4袰） 
1　位 

木 内 　 礼 子  

　 
東小 
東小 
東小 
北小 
西小 
東小 

1　位 
山 本 　 雄 統  

　 
東中 

2　位 
石 部 　 竜 太  

　 
藍中 

3　位 
志 摩 　 大 地  

　 
東中 

1　位 
藤 本 　 成 実  

　 
東中 

2　位 
工 内 　 由 香  

　 
東中 

3　位 
岡 田 　 知 子  

　 
東中 

2　位 
木内　　瑛 
別所　将弘 
浜　駿太郎 
岡　　拓磨 
林　　聖也 
高橋晃次郎 

　 
南小 
東小 
北小 
北小 
南小 
東小 

3　位 
喜田　陽介 
小林　力斗  
谷渕　　涼 
澤本　宏紀 
吉田　忠浩 
横田　浩希 

　 
東小 
南小 
北小 
北小 
北小 
東小 

学年 
1 
2 
3 
4 
5 
6

1　位 
小原　　悠 
岩崎　綾子 
富永　真礼 
上野瑛理香 
中野　由理 
新居名菜子 

　 
西小 
西小 
南小 
西小 
北小 
東小 

2　位 
広 瀬さくら 
稲井　裕理 
美鳥　　泉 
山田　美香 
大山　乃子 
日　　志保  

　 
南小 
西小 
南小 
西小 
南小 
東小 

3　位 
湯浅　莉奈 
澤本　菜摘 
木村　未来 
小倉　彩加 
井川　愛梨 
赤松　世理 

　 
東小 
北小 
東小 
西小 
東小 
北小 
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阿波国守護細川氏、及びその後阿波の実権を握った三好氏は勝瑞を本拠としていました。その頃、勝瑞は四国最大・最
重要な町として発展していました。近年の発掘調査でも、当時の様子を窺わせる資料が少しずつではありますが蓄積され
てきています。また、現在の町においても当時の面影が随所に残されています。このたびの歴史散歩では、これらの地点
や、伝承の残る場所等を散策してみようと思います。
日　　時 ３月２１日豸〔小雨決行〕 ９時集合、１２時頃解散〔雨天の場合は２８日豸〕
集合場所 勝瑞館跡（長尾鉄工所跡地）※現地集合、現地解散です。
コ ー ス 守護町勝瑞一円
参加対象 参加自由（小学生以上）。但し、小学生は保護者同伴のこと。
参 加 費 無　料
参加申込 ３月１９日貊までに教育委員会へ申し込んでください。
そ の 他 ①水筒・雨具等は、各自ご持参ください。

②交通マナーを守り、交通事故には各自で十分ご注意ください。
③環境美化に留意し、ゴミは各自お持ち帰りください。
④事故発生の場合、主催者は応急処置以外の責任は負いません。

主　　催 藍住町教育委員会
協　　力 藍住町文化財保護審議会・藍住町体育指導委員会
後　　援 藍住町体育協会・青少年健全育成会議・福寿連合会・婦人会
お問い合わせ 藍住町教育委員会（蕁６３７・３１２８）

藍 住 町 歴 史 散 歩 開 催 要 項

草花の美しさを見つめ、花と共に遊び、花友だちをつ
くり、楽しいひとときを過ごしませんか。
日　　時 毎月第２・４土曜日　午前９時～
対　　象 小学生以上
募集人員 １０名程度
費　　用 花代２回分、１,４００円程度
申し込み 東中富児童館
指 導 者 美馬連秀（嵯峨御流）
※花ばさみは持参してください。

いけばなを習ってみませんか
養護学校の終わった放課後、友だちと一緒に有

意義な楽しい時間を過ごしましょう。また、指導
してくださる方も募集中です。
日　時 月～金曜日（午後３時～５時）

春休み、夏休み、冬休み（午前１０時～午後３時）
場　所 勤労青少年ホーム
内　容 作業学習・職能訓練などしています。
※送迎もしています。
※個人負担金が必要となります。
申し込み・お問い合わせ
藍住町手をつなぐ育成会（蕁６９２・９９５１）

藍住町手をつなぐ育成会 放課後対策「スマイル」

内容は県より整備状況や「第二期水環境改善緊
急行動計画」（清流ルネッサンスⅡ）計画の説明
をいただき、参加者みなさんと意見交換を予定し
ています。
日　時 ３月１７日貉 午後７時～８時３０分
場　所 藍住町福祉センター２階
※参加は無料です。ぜひご参加ください。
主　催 正法寺川を考える会
お問い合わせ
事務局（蕁６３７・３１２２）役場建設課内

ご参加ください
整備の進められている正法寺川の報告会・
今後の川づくり意見交換会を開きます

春です。風も空も水も春の色になってきました。
このたび、藍住町国際交流協会では、桜の花の季節に

合わせて野外での交流を企画しています。
きれいな桜を見ながら、ゲームやおしゃべりで楽しい

時をご一緒しませんか。
ご参加お待ちしています。
日　時 ４月４日豸 午前１１時～午後２時
場　所 みどりの広場、正法寺川周辺
参加費 １人５００円（飲食代、保険料他）幼児は無料です
定　員 ４０人（先着）
申し込み・お問い合わせ
藍住町国際交流協会事務局（藍住町社会福祉協議会内）
担当：松田（蕁６９２・９９５１　蕭６９２・１６２６）
E-mail aizumi_kokusai@garnet.nmt.ne.jp
主　催 藍住町国際交流協会

藍住町国際交流協会「お花見しましょう！！」



あらすじ

小さな絵本店を経営するキャスリーン

の一番の楽しみは、インターネットで知

り合った彼との毎日のメールのやりとり。

仕事や私生活を相談するうち、彼に惹か

れはじめていく

と 　 き 3月20日貍 午後2時～

上映時間　119分

と こ ろ 町合同庁舎4階町民シアター

入 場 料 無　料

（整理券等は必要ありません）

※シアター内での飲食・喫煙は禁止です。

※喫煙は指定の場所でお願いします。

お問い合わせ

コミュニティセンター（蕁637・3130）

教 育 委 員 会（蕁637・3128）

「ユー・ガットメール」
（吹替版）

町民シアター ビデオ上映会

●おくやみ申し上げます 平成16年2月1日～ 
　　　2月29日届出分 

平成16年2月1日～2月29日届出分 

子の氏名・性別 
父母の名・住所 

（平成16年2月末現在） 

人　　口 
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

31,912人 
15,425人 
16,487人 
4,186人 
5,322人 
10,934戸 

（＋10） 
（＋8） 
（＋2） 
（＋1） 
（＋2） 
（＋11） 
38.68歳 

前月比 

人 の 動 き 

齋　藤　　　實 70歳 東中富字長江傍示 
久　保　ヒサ子 77歳 東中富字龍池傍示 
元　木　照　子 70歳 矢上字北分 
元　井　淳　二 74歳 勝瑞字正喜地 
天　満　ちよ子 86歳 住吉字神蔵 
山　本　正　雄 85歳 東中富字天王傍示 
神　戸　ハルコ 93歳 奥野字山畑 
岩　井　佳　子 72歳 住吉字神蔵 
坂　口　喜　良 90歳 住吉字逆藤 
山　川　　　勉 34歳 勝瑞字西勝地 

岡　本　豊　治 78歳 住吉字神蔵 
藤　原　　　忠 70歳 住吉字神蔵 
秦　　　冨志惠 77歳 奥野字原 
関　　　次　男 81歳 富吉字富吉 

川人　千聖（ちさと）　　女 
　達也・美紀　　　　矢上字西 

中野　虎鉄（こてつ）　　男 
　貴文・真弓　　　　勝瑞字西勝地 

小村　海誠（かいせい）　男 
　憲市・純子　　　　徳命字新居須 

金子　実生（みき）　　　女 
　博司・久美子　　　徳命字前須西 

　田　敦嗣（のぶつぐ）　男 
　健司・美穂　　　　富吉字地神 

西村　康汰（こうた）　　男 
　省治・久美子　　　徳命字前須西 

松本　尊灯（たかと）　　男 
　慎二・寛子　　　　笠木字東野 

本多　鷹斗（たかと）　　男 
　一博・真紀　　　　東中富字朏傍示 

矢野　明日花（あすか）　女 
　　　萌　花（もえか）　女 
　貴紀・雅美　　　　勝瑞字西勝地 

田尾　和也（かずや）　　男 
　安史・理砂　　　　富吉字地神 

折原　一成（いちなり）　男 
　隆裕・洋子　　　　笠木字西野 

竹田　友紀乃（ゆきの）　女 
　宗谷・愛子　　　　矢上字安任 

吉永　颯月（そうき）　　男 
　大輔・加奈子　　　笠木字中野 

檜　　美湖（みこ）　　　女 
　毅・加寿子　　　　徳命字元村東 

岩嵜　達矢（たつや）　　男 
　弘幸・真由美　　　笠木字川北 

齋藤　翔夢（しょうむ）　男 
　仁士・雅美　　　　徳命字名田 

中川　瑠　（るい）　　　男 
　精之・枝美　　　　住吉字逆藤 

新田　美優希（みゆき）　女 
　茂雄・眞紀　　　　東中富字長江傍示 

近藤　友里奈（ゆりな）　女 
　英昭・和恵　　　　東中富字鑓場傍示 

有岡　壱心（いっしん）　男 
　貴彦・恵子　　　　矢上字安任 

佐々木　優衣（ゆい）　　女 
　尊徳・和代　　　　奥野字矢上前 

光　藤　嘉　 83歳 勝瑞字幸島 

対　象 町内在住の小学生～高校生（団によって異なります。）
入団申込み・お問い合わせ
各団の連絡先または藍住町教育委員会（蕁６３７･３１２８）
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スポーツ少年団 団員募集

種　　　目 

野 球  

サ ッ カ ー 

女 子バレーボール 

バスケットボール 
女 子ソフトボール 
バ ト ミ ン ト ン 

卓 球  

剣 道  
合 気 道  
柔 道  

日 本 拳 法  
少 林 寺 拳 法  
スポーツ・レクリエーション 

団　　　名 
藍 住 南 タ イ ガ ー ス 
藍 住 西ファイターズ  
藍 住 北 キ ン グ  
藍 住 東ジャイアンツ  
藍 住 西 イ レ ブ ン  
藍 住 北 サ ッ カ ー  
オスト少年サッカークラブ 
藍 住 南 F C  
藍住南ジュニアバレー 
藍住西ジュニアエース 
藍 住 北 斗 七 星  
藍 住 フ ェ ニ ッ ク ス 
藍 住 ち ど り 
藍 住 エ ン ジ ェ ル  
徳 島 ム ーミンクラブ  
藍 愛 ク ラ ブ  
藍 住 剣 道  
合 気 道 藍 住  
藍 住 真 導  
日 本 拳 法 藍 住  
少 林 寺 拳 法 藍 住  
藍 住 わ ん ぱくクラブ 

入　団　連　絡　先  
渡 辺 　 英 二  
矢 野 　 克浩  
新 田 　 耕 資  
前 田 　 　 晃  
松 尾 　 一志  
吉 原 　 良司  
中 島 　 　博  
巽 　 　 光博  
松 田 　 道 雄  
所 久 保 清美  
平 田 　 　 誠  
重 見 　 高博  
白 川 　 　 潔  
藤 本 　 　伸  
野 口 　 章一  
秋月　 均 詞  
渡 辺 　 正光  
藤 本 　 健治  
藍 原 　 　実  
山 添 　 栄次  
賀 治 　 達也  
鍋 島 　 龍夫  

 
692－7727 
692－7417 
641－0383 
641－3501 
692－9319 
692－8674 
692－5266 
692－4555 
692－5755 
692－6143 
692－6101 
637－3128 
692－4829 
641－2528 
692－8453 
692－8687 
692－4235 
692－5168 
692－2052 
692－6386 
692－7747 
641－1996
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藍住北サッカー

第１５回西真田カップ少年サッカー大会決勝戦が１
月２５日に徳島市球技場で開催され、Ｃチーム（３～
１年生）が３位に輝きました。日ごろの練習の成果が
実り、すばらしい結果を残すことができました。子ど
もたちは心身ともに充実して成長していると感じてい
ます。
藍住北サッカーでは団員を募集しております。いっ

しょにサッカーを楽しんでみませんか？

東小陸上部全国大会出場

３月２８日に大阪府吹田市の万博公園で開催される
「第６回日清食品カップ２００４年『全国小学生クロス
カントリーリレー研修大会」に東小学校陸上部の９名
が徳島県代表として参加することになり、出場のあい
さつに町長を訪問しました。
石川町長は、「昨年よりも１つでも順位をあげて、

１秒でもタイムを縮められるようがんばってきてくだ
さい。」と激励しました。

平成15年度朝食アイデアコンクール

優秀賞 スクランブルエッグのペアサンド＆
すりおろし人参スープ 後藤真弓（藍中１年）

スクランブルエッグの
ペアサンド

材料（4人分目安量）
ロールパン 8個

卵 2個
トマト 小1個
ピーマン 小1個
塩 少々
こしょう 少々
サラダ油 適量
卵 2個
わかめ（塩蔵） 20ｇ
しらす干し 20ｇ
しょうゆ 少々
サラダ油 適量
マーガリン 適量

すりおろし人参スープ
材料（4人分目安量）

人参 100ｇ
玉ねぎ 50ｇ
ベーコン 2枚
水 2カップ
固形コンソメスープ 2個
牛乳 1カップ
バター 適量
塩 適量

作り方（スクランブルエッグのペアサンド）
★Ａ
①トマトは小さめの角切り、ピーマン
は細切り、卵は割りほぐす。

②フライパンに油を熱し、ピーマン、
トマトを炒める。

③②に卵を加え、大きくかき混ぜ、塩、
こしょうをする。

★Ｂ
①わかめを水で洗い、塩ぬきし、細か
くきざむ。

②割りほぐした卵に、わかめとしらす
干しを加え、フライパンに油を熱し
て炒め、しょうゆで味つけする。
ロールパンに切り目を入れ、マーガ

リンをぬる。 Ａ、Ｂをそれぞれ４等分
し、パンにはさむ。

作り方（すりおろし人参スープ）
①玉ねぎは薄切り、ベーコンは細切り、
人参はすりおろす。

②鍋にバターを溶かし、玉ねぎ、ベー
コンを炒める。人参も加え、さらに
炒める。

③②に水と固形コンソメを入れて、ア
クをすくいながら、煮る。

④牛乳を加え、塩で味を調え、火を止
める。

１人分の栄養価
エネルギー 424kcal
タンパク質 18.1g
脂質 21.6g
カルシウム 152mg
塩分 3.0g

＊献立のいいところ、工夫したところ
●スクランブルエッグのペアサンド
は、Ａを洋風に、Ｂを和風にし、野
菜や海藻、小魚を利用した。

●スープは人参をすりおろして使っ
た。色がとてもきれいで、甘くてお
いしいスープになった。細かく切っ
たパセリをちらすのもいいかも。

A

B


